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Swastika女様について

lV 一語原とその意義一

辻合 喜 代太 郎

一ーョ

-133ー

法隆寺中門、金堂、五霊塔各局の勾輔の装飾文様を一般に Swastika(日)、特に 日 崩し、文様
駐 1

と呼んでい右。現在この文様は建築装銃文様よりも寧ろ仏教的な文様として仏像台座叉は仏拘身の
w 

象徴として用いられている場合が多L、。然し西洋においては古代に既に Vase，spindle whorl等
笹3

に広く使用された例がある。 本稿に於ては Swastikaの語原と其の意義について述べようとするの

で為る。

Swastikaの誇原

Swastikaは Svastika，(右旋〉第1図 (a)、 Suastika， ; Suavastika 
符4

(左旋〉第 1図 (b)、ともかき我国では万字形、鈎十字形と呼ばれ、恐ら く

我が国へは仏教渡来と同時に伝播されたものであり、原始時代には未だ見ら

b
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第 1図

れなかった。然し、世界の各地では古代より用いられ特に古代印度の Hinduの儀式に用いられた
書芋5

神秘的な文様であり、 後仏教、Brahmanにも盛んに使用され、何れ

も Holy(Sacramentelle)の記号としていた3 西 Asiaの Susa，
書キ6

Tripolie (第2図〉、Etruria，Rhodes地方出土の vase.potery (第

10図)等の裳飾文様とし叉支郊に於ては古代土恭 (著書11図〉にも見ら
lir. 

れ、更に ordus地方の示教徒には多く Sealとして使用されていた。

(君事4.5図〉、今 Swastikaの語原について、之は本来 Sanskritに由

来したもので、

( J) Swastikaの詩の Suは ‘Good，を意味し、 astiは 'Being

叉は Goodbeing with the Suffix.で、Kaは Greekの 'na，Latin 

の‘co，であり、Swastikaは‘Happiness，'pleas:.1re， 'Good luck， 
政8

を意味していた。
駐9

( 1) Mr. Dumontierは Suは Radicalで‘Good，'well， 'exce・

llent，叉は Suvides'prosperity，を意味し、astiは三人称で現在勤

務1as (to be)， Latinの Sumに等しく Kaは祭尾籍であると解した.

(班)prof. Whitneyは Swastikaは Sanskritの 'ofGood for-

tune，で Svasti(Su ; well + asti， Being)の意味で‘Walfare，で

あり、fylfotも同意義とした。

(lV) Max Mullerは“lios"に於て svastikaは svastiから導

かれ、svastiは Su'“well"と as"to be，に由来し svastiは屡々
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vedaから導かれ、それ等は何れも 'Happiness，を意味した名詞とした。 叉副詞としては ・well，

'Hail，と同意味に解し常に仏教と jainsとに見出された Auspicious(吉兆〉の記号であり、之の

記号は既に之に名称を附与する以前に神秘的な記号として存在し、仏教はこれに象徴的な意義を合

ませたに過ぎないと解した。

(V)支那では Swastikaは 'wau，とよび、加担y，'Great，‘Number， 'Ten thousand，‘infi-

nify，を意味し‘longlife， 'a multiture of blessings， 'Great Haqpiness.と解し、後には「吉

祥如意Ji吉祥万徳之所業」又は 「イム心印」 とも「万寿無量」の表徴とした。

(VI) Britainでは Swastikaを‘fylfot，とよび、Anglo-saxonの ‘fowerfot，から由来したっ
駐10

之れは‘4'叉は多数の足、を意味した語であり、George.warlngは 'fylfot，~i S臼 ndinavian

で使用された古代の Norseの 'fiel，に相当し Anglo-saxonの‘fela，Germanの 'veil.であり

多数の足を意味していたと解し、Franceでは‘croix，Gammee又は‘Gammudion.

とL、L、更に 'CroixGramponnee， 'croix pattee， 'croix a'crochet，とよんだ
註11

では特に ‘Thor'sHammermark，とよんだのである。(第3図〉

Swastikaの意義

Norway 

T 
寸有oT#，s
H~"，問<y

第 3図

古代に於て Swastikaの起原とその初期の存在に関する文献は見当らなL、。Swastikaの意義を

明確にする為には Swastikaが次の様な目的に従って使用された事実を予知し考察することが必須

的な条件でらる。

I 象徴としての意義

(1)宗教のため (2)国民叉は民族のため (3)特殊の Tenetをもった儀式のため

E 護符叉は魔除けとしての意義 (Amuletor charm). 

(1)幸運叉は幸福、永久の生命保持のため (2)視福叉は帰依のため

(3)兇悪な眼に対して

E 装宣伝としての意味

Iの意味は本来、特定の国に於いて特定の人々により使用されたものであり、一国から他同へと

伝承し叉一時代から次の時代へと伝来したもので、広範囲の人々に伝承されたもの寸ミある。 Eの意

味は原始時代に於て偶然の発見に碁ついて間々の国々に広く使用したもので他の記号と何等のCon-

tact叉は伝達する事なく行われたものである。英の起原と初期の伝援に関しては積極的な且つ明確
fl:12 

な事実は到底把捉することは不可能である。イ去って不確実な限界の前提に於て考察する外に方法は

ない。叉Iの意義に直接関係している既知の事実と比絞して論考しなければならなL、。一方、 Eの

意義は慨して間接的である。更にEの意義に於ては討議に依存して結論づけたもので、その個有の

意味を各々に附与したのである。

Swastikaの移入の可能的な広範囲の拡がりと種々な民族聞に用いた事実は考学者や人類学者の

課題として極めて興味深い問題である《単に象徴として叉護符として理解された Swastikaの意義

の考祭は現代の科学的方法に基づいて次の問題を対象として考察するを要する。
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I. Swastikaが或る特定の地で発生しそれが音次各地への伝援の過程をとったか IL叉個々の

民族聞に個別的に発生したものであるか。III.個々の闘で発生した理由、作風について深い緩拠の

有無等が一応考えられる。この問題の考察に於いては継続的にその理由と論理的な法則を把握する

必然性がある。而して未知の想像や守・測し得ない方法でそ，れ等を説明することも、え事象を能動的

に把捉する事も不可能である。従ってそれに関しては何等主張する独断も、空想的な思議も存在し

符なL、。若し Swastikaが臨かに移入されたとい う事実を仮定するならばそれと共にそれが必然的

に要求したものが考慮の対象とならねばならない。このようなま参合、当然この仮定された結果に必

然的な意義を承認せねばならない。
政13

古代に於ては Crossの戎る形式の最初の出現とその初期の発展経過は全く未知である。 それは

地方位と時代牲に関しての何れかに就いてその起原を雌かに告知する惑は極めて危険なことである。
，p~ 

Swastikaの起原は踏かに prehistoricに属する吋かの Hissarikの丘の古代 Troy地区の第三、
俊15

四、五都市発掘に基づいて、 之が往時広く 使用された事実が明かとなり、え BronzeAgeに於

ても叉明かに地中海から Arcticoce却に至る西欧を通じて汎 く存在していた。更に畝洲では iron

Age iこも伝承され、叉 Etruscan.Greek， Trojansにも存在していた事実は疑う余地がなL、。却

ち Swastikaと呼称された名祢は前述した様に Sanskritであり紀元前4世紀に先立って佼用した

paninis文法;こ於て特別に又は個性的な発音を保持したものであり長年月に亙って Sanskritを常

用とした民族聞に普遍的に使用されたものである。放に rSwastikaはAryanの象者支であり Asia
位16

と Europeを通じての伝播以前にAryanによって特別に使用された」とも述べている。この説は

明確な解明であり、而して同時に神秘的な象徴又は謹符、魔除、幸運、診倍。記号としての両者何

れかのしかも如何なる意味でこれを解明されていたものであるかを思惟する必要がある。かくて今

日Aryan同身が欧洲各地への移動に随伴して Swastikaの各地への伝播過程を考究すべきである。
註17

吏に叉、 prof.Sayceは次の見解を示した。 rSwastikaは本来 Hittiteの象徴であった。而して

Ary担に伝達されたか又は最後に行われた伝播以前に其の主要な部分の一部が他に伝揺されたから

である。撚し彼は Swastikaは Assyrian，Babylonian， phenician， Egyptianには未知であった

事を認めた。」

Swastikaがその伝播以前lこ既に Assyri叩，Caldean， Hittiteに於て使用されたものであった

か、或は仏教が indiaに到来する以前に Brahmanに既に使用されていたか否かとL、う問題は、結

局;こ於て Swastikaの移入叉は伝播の細部に闘した問題であり寧ろ韮要なことは Swastikaの使

用が chaldean，Hittite.又は Ary却 の何れかに先行して BronzeAgeに多少とも使用されたも

のであるか否かが更に主要な論点であろう o '-の問題について最も妥当的な見解はその問題に罰し

て常に正常な又は予知した見解を避け、本来的な意味に於L、て推究しなければならないのである。

かくてこの問題の検討には当然次の事項を考察すべきである。 1 或る形式に於て Swastikaは古

代宗教哲学の象徴として存在したか、叉は或る特別なSect.教義、信仰、理想の象徴として存在し

ていたか、或はその両者に関係して存在していたか 2. Swastikaに与えられた意味より推究し

て其の価値を認めて使用せられたものでゐった charm叉は amuletの意味として使用したもので

--- :>::>-
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あったか。3.人類の初期の移動に際して其と共にある特殊な意義を教示したものであったか。

以上の問題に闘しての個々の吟味は恰も日常生活に於ける場合と等しく歴史的事実の中に容易に

鮮九勝
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見出し得るのて'ある。 Egypt，Etruriaの Scarabaeus(官官6、7

図)(甲虫〉 は Eternity(永久性)の象徴であった。叉貴婦人の用

いた黄金製の指環は Snake(Naga)がその尾を苓んでL、る状態を

表現したものであった。これも叉 2 生命の永久性tの象徴である。

これ等はその感情を吐露したものでみり、 Sectや組織化した肉体

を表現していたのではない。

他方に於て、 Maltesecrossは Maltaの knightの象徴であり

之は後世に到って Masonic団体の象徴と化しその三倒の環は‘old 第7図
註18

Fellows，の秩序の象徴となった。更にLat泊 αossは基督教の象徴であり更に広義に用いられて

第 6図
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基督宗派の象徴ともなっているのである。

以上の引例と同様に Swastikaは最初 Tibetに於て本来的な Buddhistchurchの中に於て

Jainsの Sectの象徴として用いられたコ(第9図〉而してそれ自身は Taひsse，Tir. 

thankara， Ter， musteg， pon叉は ponpoの名称で用い、後には純粋な意義をもっ
il'19 

て伝播されたのである。之等の Sectには勿論 Swastikaはその象徴として適用され

た。即ちそれは前述した Swastikaを 'well，と 'itis，と解し、結局 ‘itis well，叉

は 'soto it，の意味と解し之を象徴化して、凡て精神の平和と平静な人聞の主要な喰

民
~9図

ーの目的と芳香え之を表現したのである。而してこの Sectに於て Swastikaは勿論、双方の教理の

象徴である。それは宗教的叉はこの道徳的、哲学的な ideaを表わす様になり更にこの ideaを維

持する Sectそのものの表現ともなったと解されるのである。

Buddhist個有の象徴としても叉重視されて来た。 これはその指導者即ち宣教師叉はかの布教の

Holyな神秘的な対象の何れかに関係した Buddhaの pada(仏跡)(第8図〉の

記号と推論されている。叉 Buddhaの Bronze像の記号と caveTempleの外商 _，，-土士¥
L'l旨 .]，.1曽¥

に刻された神秘的な記号との結合は明かに其の特性の多少に拘わらず常に象徴とし 紹ョ/'~'\#À

て使用されたのに相違ない。 υグ司、 l
量生20. ，，_ .. ~_ ... _ . ._ ~ _ .. ~ ... .. g..4~~" ~da 

叉 Burnoufに拠ると rSwastikaは Romeにある Catacombeの基督教徒の 第 8図

墓室に無数に使用された。之はその使用が宗教的な ideaの象徴とした意味をもった神秘的な而か

も極めて厳粛な特牲に関して広義に使用された事を明示した」と述べたのである。

之等の諸例以外に Swastikaは耳元る宗教的、哲学的理念叉は儀式、組織の象徴として使用した例

も多教に見出し得るのである。

西欧特に Trojans，Greek， Etruscan，或は BronzeAge.に於て、更に南、中央、北 america

の未開人 (moundBuilder)等に於ては彼等は明かに Swastikaを 'Holy，'godliness，‘piety. 

'morality，の光を窓味Lた神絞秘、的な所潤

出M与るのである。就中、若干のものは朱潤人が彼等の宗教の Sect又は祭犯に闘する対象物に於

周司
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てか或は彼等の id聞 の中に、半神秘的な特号室と解して Swastikaを使用したことも叉見出L特ら

二Lた。然し一概にそれ等は斯様な ideaを代用している或る F 神 F やF 絶対者//'Holy idea，を表

徴しているものとは断定できなL、。即ち Zumiの Sectに於て行われる mealは神秘的なものと

関聯牲をもち、実際に、石製の Metate上に彫られた Swastikaは Holyの特;買を備えていたも

ので-あったとは解することは不可能である。故にその Metate上に fret(密文〉、cheoron(山形

文様〉、 Herringbone(矢筈状文様〉叉は他の無数の女様で装飾されていたものが存していた。 従

って之等のものは或る特定の神秘性を装飾的に表現したにすぎないのであり、その対象物の上に常

に Swastikaを見出し縛ると信じていた。而してその意味は ‘Ho!y，ではなく、又神秘的な意味で

もなく、単に装飾としての意味があったのであるう。Swastikaは太陽、叉は太陽神、雨叉は雨神、
駐21

雷光、Dyaus，Zeus叉は Agi，phebus叉は Apollo又は神話的な多数の神々にその木質的な関

聯牲を見出そうとしている。この問題が確実に結論づけられると仮定する場合ここに極めて興味深

いものがある。この問題に関して今後更に十分な検討が残されているのである。

Swastikaが prehistoricの人々や Buddbist以外の他の東洋人の聞に極めて普遍的に使用され

た意義は凡て幸福、幸運、不死、祈願、視福を意味した amuletか charmとしであった。

斯様に prehistoricAgeを一覧した後、次に Swastikaが比絞的無意味 (宗教的な象徴以外〉

な対象物に使用されていたことに注目し、検討しなければならなL、。即ち其の例は花瓶、室、水差、

道具、家庭用具、化粧用具 ornament等に於てである。 而して時には叉彫像、祭壇等にも使用さ

れたこともある。Armenia附ては Bronzeの 凶 怖にも使用され、古代の Trお主の都市で

は前述の Spindleweorlsに、Greekでは土務叉は黄金製叉は Brsnzeの装飾品と fibulae(釦金〉

にも見出された。西欧の BronzeAge (勿論、Etruriaも包括して〉に於ては、土器 Bronzefibu-

lae， Spindle whorlの様な日常生活の用具に使用されていた。加うるに他菌、Swastikaが地方的 E 

に特殊な意味を与えられて使用されていたことも等間視できない事実でもある3 例えば、Ita1yで

は死者の灰を納めた hut-urmにも使用し、 Swisslakeでは土器に印刻した。 叉 Scandinavian

に於ては槍、剣等の装飾文様として使用し、Scotland，ireland.では襟留、pin，等に広く用いた。
駐23

更に特殊な用法としてはかの Armeriaに於ては穀物粉砕用の metateの上に印刻された。Br位 i-

lianでは土器の表面装飾として意匠的に独創的なものを笑出した。 pl.iebloindianは彼等の舞踏

用とした Rattle(楽器〉の表面に描画した。 Arkrnsasと Missouri地方の泥で家屋を構築した

原始期に属した北 americanindi釦 は土器の表面に Spiralの形式に変形した Swastikaを画い

たのもある。 叉 Tennessee地方では之を貝殻上に顔彩を以て描き、 ohioに於ては頗る正常形な

銅製の sheetで打出した作品も見られた。

次に現代の 凶dianでは Swastikaは Sect例えば Navajoesによって行われる Mountaincha-

nt (聖歌〉や Kansasに於ての戦歌の合唱に際して同席した womenが使用したNecklaceとsect

にのみ特に使用する Garter上に文様として欠くことの出来ないものである。 叉 pimaでは美し

く楯の装飾として愛用されていた。

Americaに於て彼等の土渚の宗教的な記念物や古代の神像、 偶像及び他の神秘的な対象物に表

- 57ー
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- 138ー 長土合 :Swastika文様について

現されていた例は極めて孫である吋彼等はこれを Shell，copper， plaqu回.， (額)Spindle whorls， 

metate， pottery， bowl， Jug， Bottle， vaseの表面に見出し待た様に何等そこに宗教的な雰囲気を

象徴して使用したものではないと考えられる。 更に労働者用とした toolsにも叉彼等が愛好した

Game用共、舞踏用具にも必ず装飾として使用した。この事実は結局宗教的な意味を含めた象徴で

はなく単に 2幸福2の‘charm，としてのみ使用したと断定してよい。 然し、使用目的の意義に於

て落千は神秘的な特性をもってそれを Sectの場合に使用せられたことは否定できなし、。

このようにして、Swastikaは日常の生活用共、化粧用具、個人的な装飾に広く使用されたもの

と推祭できる。このことから、それが神秘的な象徴の意義として使用された例に比較して極めて無

数の事実を肯定しなければならない。 然しこのことは Swastikaの個有の意義を考究する場合に

於て Buddhist，christian.及び北 amerjcanindi加が神秘的な Sectの象徴と解し Swastikaは

Holy又は Sectの象徴の意義は可成無視されたと も解されたかも知れなL、。 撚しこの見解はー菌、

charm， Amulet， Hippiness， luckeyの記号叉は装備としての怠義が優越的に、Swastikaの神秘

的、宗教的な意義を凌駕していたと推断することは必ずしも妥当的な解釈とは考え られないのであ

る。

君主1:伊藤忠大籍、 日本fJt~廷の研究

2:;東大寺大仏殿蓮芥毛宇野菩獲の胸部

3 : Thomas wilson : The swastika (H:ssarik) 

4 : 'Gamma cross，ともいう。

5 : Jainsでは右旋 swastikaを陽神で太陽、光、生命を説者量し、左災 swastikaを陰神とし死滅と暗夜

を象徴した。雨し両者は混F百併用した。

6 : Royal Anthropological instituぬ :Early pottery of the New East， p 26 

7:佐f白書千R幹事宮¥ 支那緩途開土の万字意匠. (宝~) • 

8 : Revue D'Ethnographie IV. 

9: Max MUller : illos， p 90 

10 : G. Waring : Cramic Art in Remote Age， 

11 : Stepheus : Old northern Runic Monuments plat J 

12 : Swastikaの起原に関してば別格とする。(日本建築学会近畿支議報告昭和29.1) 

13 :拙稿，日本建築学会報告 (swastikaと訂蹴 との関係)，昭和8.10.

14:印Ii:Mohan ja Daro出土のおalの文様として晃られ B.C. 3仮泊 1<:遡 り、AsiaMinor， Greek 

では BC12∞年度遡及して考えられた。(GocletD'Alviella による).

15 : Dixieme congress internationol d' Anthropo{ogie et d' Archeologie prるhistoriquep 474 

16 : Goblet d' Alviel1a : La Migration des Symboles p 57 

17 : prof. Sayce : lios p 353. 

18 : 18i!t紀に創立された共済組合の名称。

19: Sakya降臨以前の B.C. 6世・紀に indian，chinaで使用した。(C.Sykes : Notes on the Reli-

gious， Moral of凶dia)

20 : Burnouf : Des Science et Religion p 252 

21 : Agi It.古代 india11:.崇拝された'火の神'である。

22 : Dr. Sとhliemann.: Troja， p 299. 

23 :淡薗が平冨又は翁々使iみ、小室長演をのせ小石で粉砕する臼の様なもの。

(本格のため種々と御使宣を与えられた京大村宮博士及び東大近藤四郎氏に深<2iii併する〉
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